
43 

 

巻末資料１ 主要課題関連資料 

（１）全域サービス 

次ページの図は、平成 26 年度の図書館の全域サービスの度合いを地図上に落とした

ものです。多摩市在住の平成 26年度の貸出利用者数延べ約 60 万人を地区別に分け、

さらに人口（平成 27年 4月 1日付け）で除した数値により、地区別で人口と比較した

貸出利用者の多さを地区ごとに出します。この数値を「図書館への来やすさ（利用密

度）」と見立てます。 

次に、その中で、一番利用密度の高いところを「１」とし、それとの比較の数値を出

して比率をあらわしたものです。たとえば、もっとも利用密度の高い関戸 1丁目の 1.00

に対し、聖ヶ丘 2丁目は 0.87と、図書館に近い、あるいは行きやすいところほど、数

値が高くなります。 

上の図は、平成 26年度の全図書館の延べ利用者数で見たもので、下の図は、現在の

本館、関戸図書館、永山図書館の３館の延べ利用者数で見たものです。 
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次に視点を入れ変えて、地域館周辺にお住まいの方がどの図書館を利用されている

かをグラフ化し、全年齢と小学生（6歳から 11歳）とを比較してみて見ます。 

全年齢の場合、駅前の拠点館もある程度利用されています。その一方で、サンプル

数値は小さくなりますが、小学校に通う児童は主な移動手段が徒歩であるため、やはり

自宅に近い図書館を利用していることがわかります。 
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地域館周辺住民の図書館利用割合（平成 26年度） 

凡例 

 

【東寺方図書館周辺】 

（全年齢） 

 

（6歳～11歳） 

 

【豊ヶ丘図書館周辺】 

（全年齢） 

 

 

（6歳～11歳） 
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【聖ヶ丘図書館周辺】 

（全年齢） 

 

 

（6歳～11歳） 

 

 

【唐木田図書館周辺】 

（全年齢） 

 

 

（6歳～11歳） 
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（２）蔵書回転率 

館ごとの蔵書冊数に対する貸出冊数（蔵書回転率）を見てみます。 

  開架蔵書冊数 貸出冊数 回転率 

本館 106,477 388,930 3.65 

関戸 100,965 353,393 3.50 

永山 106,017 487,572 4.60 

東寺方 41,975 92,342 2.20 

豊ヶ丘 57,441 164,180 2.86 

聖ヶ丘 48,550 106,611 2.20 

唐木田 45,725 127,218 2.78 

（平成 26年度） 

 

（３） 年齢別で見た利用の状況 

次に、7館の利用者と、本館、関戸、永山の 3館の利用者について、年齢による傾向

があるかどうかを見てみます。 

年齢 ７館＋１分室 

合計 ・・・① 

３館合計 

 ・・・② 

 全体に占める３館

利用者の比率（％） 

・・・②÷①×100 

０～９ 23,828 17,000 71.3% 

１０～１９ 30,881 21,739 70.4% 

２０～２９ 26,580 20,427 76.9% 

３０～３９ 81,516 62,437 76.6% 

４０～４９ 130,299 98,281 75.4% 

５０～５９ 100,685 72,419 71.9% 

６０～６９ 159,103 109,464 68.8% 

７０～７９ 98,189 68,929 70.2% 

８０～ 22,670 17,364 76.6% 

 平成 26年度貸出延べ利用者数 
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次の表は、平成 26年度の年齢別延べ貸出者数を、同じく年齢別の人口で割ったもの

です。 

 

全年齢の平均は 4.56ですが、年齢帯別に見ていくと、明らかな傾向が見られます。 

 

小学校、中学校の年代については、平均してひとり年 3回以上は図書館を利用する状

況です。小学校 2 年生による図書館訪問など、学校図書館との連携により、児童が市

立図書館に親しむきっかけ作りなどに取り組んできた成果が見えます。 

次に、中学校卒業後、20代までは、図書館利用の谷間になります。 

  

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00 6.00 7.00 8.00

0～５才 

６～１１才 

１２才～１４才 

１５才～１９才 

２０代 

３０代 

４０代 

５０代 

６０代 

７０代 

８０以上 

全年齢 



50 
 

２ 資料費の確保と人件費 

 

資料費と人件費を見る前に、改めて多摩市のサービス水準を他市と比較してみます。 

比較対象は、比較的規模が揃っている多摩地域 26 市の中から、人口規模で 10 万～20

万の 13 市とします。（比較数値は、『日本の図書館 統計と名簿 2014』日本図書館協会、

2015年より） 

 

（１）個人貸出冊数、予約受付件数 

13 市の中で単純な貸出冊数では武蔵野市、西東京市に次いで 3 位、人口ひとりあた

りに換算すると、武蔵野市に次いで 2位となり、比較的図書館に恵まれている 26市の

中でも非常に高いレベルにあることがわかります。 

 

個人貸出数（千冊） 

 

市民ひとりあたり個人貸出数（冊） 

1 武蔵野市 2,327 

 

1 武蔵野市 16.6 

2 西東京市 2,213 

 

2 多摩市 12.0 

3 多摩市 1,755 

 

3 西東京市 11.2 

4 立川市 1,658 

 

4 立川市 9.3 

5 日野市 1,649 

 

5 日野市 9.2 

１３市平均 1,384 

 

１３市平均 9.1 

 

また、予約受付件数は、26市中 13市との比較では、件数、市民ひとりあたり件数と

も、西東京市に次いで 2 位。市民ひとりあたりでは 3 件以上と、3 位の 2.39 件、4 位

の 1.7件を大きく引き離しています。 

 

 

予約受付件数（千件） 

  

市民ひとりあたり（件） 

1 西東京市 693.4 

 

1 西東京市 3.52 

2 多摩市 480.9 

 

2 多摩市 3.29 

3 日野市 427.3 

 

3 日野市 2.39 

4 小平市 313.6 

 

4 小平市 1.70 

5 立川市 296.1 

 

5 立川市 1.66 

１３市平均 266.3 

 

１３市平均 1.67 

 

個人貸出冊数と予約受付件数からわかることは、多摩市立図書館が非常に高いレベル

で市民の方に利用されていることです。 
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（２）蔵書冊数、資料費 

蔵書冊数は、市民ひとりあたりに換算すると、13 市中で 3 位と、貸出が多いのに比

例して多いということが言えると思います。 

 

蔵書冊数（千冊） 

 

市民ひとりあたり蔵書冊数（冊） 

1 小平市 1,152 

 

1 小平市 6.2 

2 立川市 902 

 

2 武蔵野市 6.0 

3 武蔵野市 838 

 

3 多摩市 5.3 

4 日野市 789 

 

4 立川市 5.1 

5 西東京市 787 

 

5 国分寺市 5.1 

6 多摩市 777   6 東村山市 4.7 

１３市平均 701 

 

１３市平均 4.6 

 

一方で資料費については、13 市中で市民ひとりあたり 349 円で 5 位と、貸し出し冊

数と比較して順位が少し下がります。また、蔵書全体のうち新規購入冊数の割合が

3.2％と、13 位中 10 位となり、貸出冊数の多い割には新しい資料を購入できていない

実態が見られます。 

 

 

資料費 （千円） 

 

市民ひとりあたり資料費（円） 

 

購入冊数/蔵書冊数 

1 武蔵野市 90,434 

 

1 武蔵野市 646.0 

 

1 小金井市 5.3% 

2 立川市 71,110 

 

2 立川市 399.5 

 

2 昭島市 5.3% 

3 西東京市 70,756 

 

3 小金井市 366.1 

 

3 三鷹市 4.7% 

4 三鷹市 61,144 

 

4 西東京市 359.2 

 

4 西東京市 4.3% 

5 日野市 56,285 

 

5 多摩市 349.0 

 

5 武蔵野市 4.2% 

6 小平市 57,452 

 

   

 

   

7 多摩市 50,948 

 

   

 

10 多摩市 3.2% 

１３市平均 52,131 

 

１３市平均 345.2 

 

１３市平均 3.9% 
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（３）人件費 

多摩市の図書館は、平成 26 年度現在、開館業務を委託している唐木田図書館を除く

6館と行政資料室の運営にあたり、常勤職員 38人、再任用短時間職員 5人、再雇用職

員 1人、嘱託職員 34人、非常勤一般職員 21.2人（年間 1500時間を 1 人として換算）

の計 100 人を配置しています。唐木田図書館に受託会社が配置している 9 人のスタッ

フを加えると、109人の体制になります。 

 

歳出決算額に占める人件費等の比率（平成 26 年度決算額） 

 決算額 

（単位：千円） 

構成比 

資料費関係 54,081 8.5％ 

人件費等 471,116 73.9％ 

その他運営に関する経費 111,895 17.6％ 

 637,092 100.0％ 

 

 



巻末資料２ 多摩市における中央図書館検討経過 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 ２年１２月『多摩市立中央図書館基礎調査報告書』（図書館計画施設研究所） 
 
１ 多摩市の図書館サービスのあらまし 
２ 市民は図書館をどのように利用しているか 
３ 図書館に貸出登録をしていない市民に聞く 
４ 多摩市の図書館サービスの課題とサービス目標 
５ 中央図書館に求められるもの 
 多摩市の図書館網のサービスセンター（資料の収集・保存、資料の流通、専門職

員による助言・指導・援助、障害者サービス、視聴覚資料、業務の集中化《統計、

サービス評価、ＰＲ、研修、情報提供》） 
 資料（開架資料 36 万冊、新聞 80 紙、雑誌 700 誌、視聴覚資料 4 万点以上） 
 これからの図書館 
 図書館は、市民の暮らしに役立ち、市民の幸せをつくり出すところ 
 図書館は多摩市の頭脳となるところ 
 図書館は、市民が互いに交流し、文化を創り出すところ 

など 

平成 ３年 ３月『第三次多摩市総合計画 基本計画』 
 
 図書館ネットワークの整備 

中央図書館と地区図書館それぞれが機能を補完する有機的な市立図書館網の構築

に努めます。また、市内公共施設、都立図書館、国会図書館、他市の図書館および

大学とも連携してネットワーク化に努めます。 
 中央図書館の建設 

市民の自発的な学習を資料面から支える中心的施設として多摩センター駅周辺地

区に中央図書館を建設します。 
 地区図書館の建設 

市内のどの地域に住む住民も、図書館を身近に利用できるよう地区図書館を建設

します。 
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平成 ４年 １月『多摩市における中央図書館建設に向けての構想案 ２１世紀への図

書館計画』（多摩市立図書館） 
 
１ これからの図書館 
 従来のサービスをさらに発展 
 新しい図書館サービスを展開 

２ 中央図書館の役割・機能 
 多摩市の図書館ネットワークの中枢（地域館バックアップ、他図書館とのネット

ワーク、市内学校・企業とのネットワーク、市の諸施設との連携） 
 生涯学習の中枢的役割（あらゆる人々に開かれている、高度情報化社会の動きに

応える、市民の居間・くつろぎの場、文化コミュニティ《パルテノン多摩等と連

携して》） 
３ 中央図書館のサービス 
 市民の書斎（館内利用《ブラウジング、調べもの、学習》、貸出、保存、利用案内・

読書案内、レファレンス・情報提供） 
 誰もが使える図書館（児童、青少年、高齢者、障がい者、外国人、団体） 
 こんな資料も（視聴覚資料、地域情報、額入り絵・写真、ニューメディア） 
 いつでもどこでも（コンピュータ・ネットワーク、地域情報ネットワーク） 
 本との出合い（行事・集会、展示） 

４ 中央図書館の資料 
 図書（開架 40 万冊、閉架 60 万冊） 
 非図書（ＣＤ3 万点、ビデオ 1 万点、ほか） 
ほか 

５ 建築計画 
 基本方針（多摩センター地区、2000 人/1 日、多摩センター駅からの導線、ワン

フロア 4,500 ㎡、長期滞在型利用、計画への住民参加・職員参加） 
 スペース（サービス部門 7,230 ㎡、管理部門 5,164 ㎡、屋外施設 1,000 ㎡） 
 家具・備品 

６ 管理運営 
 施設管理の委託、職員数 44、開館時間（夜間、祝日）、業務用駐車場 
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平成 ８年 ３月『第三次多摩市総合計画 ２１世紀に向かう新たなまちづくり』 
 
 図書館ネットワークの整備 

中央図書館と地区図書館それぞれが機能を補完する有機的な市立図書館網の構築に

努めます。また、市内公共施設、都立図書館、国会図書館、他市の図書館及び大学と

も連携してネットワーク化に努めます。 
 中央図書館の建設 

市民の自発的な学習を資料面から支える中心的施設として多摩センター駅周辺地区

に中央図書館を建設します。 
 地区図書館の建設 

市内のどの地域に住む住民も、図書館を身近に利用できるよう地区図書館を建設し

ます。 

平成１０年 ４月『多摩市立中央図書館の施設整備及び図書館サービスのあり方につい

て（答申）』（多摩市図書館協議会） 
 
１ 中央図書館の必要性 
 図書館サービスがシステム化される。増大する図書館利用需要に応える。社会

の変化に対応。高度化・専門化する学習要求に応える。長時間の開館（自動貸

出装置の設置） 
２ 役割と機能 
 図書館システムの中枢、生涯学習を支える基盤施設 

３ 中央図書館のサービス 
 市民の書斎（レファレンス、コンピュータネットワーク、利用案内・情報活用） 
 誰もが使える図書館（子ども、活字離れ若い世代、高齢者、ほか） 
 深さと広がりのある資料（専門書・レファレンスブック、新聞・雑誌、視聴覚

資料、外国語資料、電子化資料、地域資料、絵画など） 
 本との出合いの場（行事・集会活動、企画展・各種展示） 

４ 施設・設備・規模 
 面積 10,000 ㎡以上、蔵書 32 万冊、書庫 100 万冊程度 

５ ふさわしい場所 
 交通の便が良く、かつ図書館整備が遅れてしまっている地区としては、多摩セ

ンター地区をおいて他にない。 
 ミニバスの運行等市内の交通網の整備も 

６ 建築 
 市民や議会の意見。経験豊富な建築事務所。単独で個性的な施設。 
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平成１３年 ３月『第四次多摩市総合計画 基本計画』 
 
 図書館ネットワークの充実 
（省略） 
 地域図書館の整備 

市民が身近に図書館サービスを利用できる地域図書館として「（仮）唐木田図書館」

を建設します。 
 中央図書館機能の整備 

市民の学習を支える基幹的な役割を持つ図書館については、従来の身近な図書館サー

ビスの充実に加え、高度化、多様化する市民の要求に応えるために、図書館ネットワ

ークの中心的機能、増大する資料を整理・保管する図書館資料センター機能および資

料や情報の収集・提供・調査・研究等の市民の学習を支える機能などを有する中央図

書館機能の整備に着手します。また、既設の地域図書館との図書館サービスの役割分

担や運営について見直しを図ります。 
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平成１９年１２月『多摩市まちづくり討議会報告書』（多摩市まちづくり討議会実行委

員会） 
 
１日目 今の図書館何が足りない？ 
 サロン的なゆとりある場所、グループ活動、専門書不足、広報・案内を充実、ス

タッフのレベルアップ、ほか 
２日目 どんなものを取り揃えましょう 
 実用書の充実、地域資料（ニュータウン開発、地域のチラシ含む）、専門書とＡＶ

資料 
３日目 こんな工夫で利用度アップ 
 見せる図書館（専用スペースでテーマ展示、図書館自体のＰＲなど）、利用時間の

延長、サロンのようなコミュニティスペース、コミュニティバスなどのアクセス

面の向上、閲覧室の児童スペースとの分離 
４日目 多摩市に中央図書館は必要？ 
 グループで集まれるサロンやコミュニティの場、集うことを目的とした価値の創

造 
 中央図書館建設よりも蔵書書庫機能を充実、学習支援や相互学習の拠点としての

生涯学習機能の充実、他の図書館に移動しないで望む情報が手に入る 
 建設よりも現図書館で他施設との連携を充実 

５日目 市民が求める多摩市の図書館・図書館サービス 
（１）運営方法 
 市民の参画度向上、職員の専門性向上、近隣の大学との連携、有料化、外部委託

化 
（２）施設・設備 
 閲覧席拡充、個人専用ブース、駐車・駐輪スペース、ＡＶ室、グループ学習室、

バリアフリー化、移動図書館の復活 
（３）開館日時 
 ９時１０時まで、遅い時間は相談業務なし、休館日をずらす 

（４）新たなサービス要望 
 山坂多いので受取・返却拠点を増やす、サロン空間づくり、蔵書数よりも情報発

信・集積基地 
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平成２２年 ４月『多摩市における中央図書館機能およびその整備のあり方について

（答申）』（多摩市図書館協議会） 
 
１ 文化都市にふさわしい「本の館」を（総論） 
 ３つの柱 ①多摩市の図書館システムの中枢 ②パルテノン多摩とも連携し文

化・情報・教養活動の基地 ③学校との連携、生涯学習の拠点、市民のコミュニ

ケーション向上 
２ 現在の「本館」の問題点 
３ 中央館はどこに 
 利用者の利便性に加えて経済効果も考え、多摩センター駅のすぐ近くがもっとも

望ましい 
 （やむを得ず現在の本館の敷地を活用するのであれば）シャトルバス等の運行や

駐車場の整備、パルテノン多摩とのタイアップ事業、緑に沈む本の館、文化都市

多摩ニュータウンのイメージ 
４ 役割とサービス 
 多摩市の図書館システムの中枢（蔵書構築と保存《100 万冊規模の蔵書》、充実し

たレファレンス機能、インターネット・各種ＤＶＤなども備えた情報の拠点、移

動図書館復活、バリアフリーなど） 
 活動の基地として（イベント、展示コーナー、喫茶コーナー） 
 地域コミュニティの中核として（学校との連携、団体・施設へのサービス、自由

に使える場所の設置、市民参画の向上） 
 職員のあるべき姿（資質の向上） 
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平成２５年 ８月『多摩市立図書館の施設とサービスのあり方について（意見）』（多摩

市図書館協議会）  ※行動プログラムの協議への回答についての意見 
 
１ 施設のあり方について 
 …、大規模図書館（開架 30 万冊、閉架 50 万冊、1 万㎡規模）を整備する一方、

分館は拠点館である関戸、永山の２館のみとし、… 
 整備する場所については、平成 22 年４月の図書館協議会の答申を踏まえ、多摩

センター駅周辺が望ましいと考えます。しかしながら、多摩センター駅周辺に整

備することが困難な場合は、施設の地域バランスや利用圏、生活動線を踏まえ、

適切な場所に建設することを求めます。その際、図書館の配置については、図書

館協議会に改めて諮問することを求めます。 
２ サービスのあり方について 
 開館日、開館時間の拡大・延長を推進すべき 
 貸出サービスを基盤としながら、地域課題解決支援に資するサービスを展開して

いく必要（特に、多摩市政に関する行政資料の収集・提供） 
 年齢別、対象者別サービスの充実とそのための他機関との一層の連携 

３ 運営のあり方について 
 嘱託職員の比率を高める 
 市民参画の機会を増やす 
 市民の図書館サポーターを導入する 
 ＩＣタグや自動貸出機の導入 

59 
 



60 

 

巻末資料３ 多摩市読書活動振興計画策定の経過 

（１）多摩市読書活動振興計画策定委員会設置要綱 

 

多摩市教育委員会告示第２０号 

多摩市読書活動振興計画策定委員会設置要綱を次のとおり定める。 

平成２６年５月２１日 

多摩市教育委員会 

委員長  中 澤   敬 

多摩市読書活動振興計画策定委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 文字・活字文化振興法（平成１７年法律第９１号）第５条の規定に基づき、多摩市

読書活動振興計画を策定するため、多摩市読書活動振興計画策定委員会（以下「委員会」

という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

⑴ 多摩市読書活動振興計画案の作成に関すること。 

⑵ 文字･活字文化を振興する施策に関すること。 

⑶ その他多摩市読書活動振興計画の策定に関し必要と認める事項 

（構成） 

第３条 委員会は、次に掲げる職にある者をもって構成する。 

⑴ 教育部教育企画担当課長 

⑵ 教育部教育指導課統括指導主事 

⑶ 永山公民館長又は関戸公民館長 

⑷ 図書館長 

⑸ 企画政策部行政管理課長 

⑹ 市民経済部経済観光課長 

⑺ くらしと文化部市民活動支援課長 

⑻ くらしと文化部文化スポーツ課長 

⑼ 子ども青少年部児童青少年課長 

⑽ 健康福祉部健康推進課長 

２ 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

３ 委員長には、図書館長をもって充て、副委員長には、くらしと文化部市民活動支援課長

をもって充てる。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員長は、委員会を総括する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 
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（会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が必要に応じて招集する。 

２ 委員会の会議は、委員長が主宰する。 

（幹事会） 

第６条 委員会に下部組織として幹事会を置く。 

２ 幹事会は、委員会の指示により、委員会の調査及び検討に必要な事項を事前に調査し、

その結果を委員会に報告する。 

３ 幹事会は、次に掲げる者（以下「幹事」という。）をもって構成する。 

⑴ 教育部教育振興課教育企画係長 

⑵ 教育部教育指導課指導主事 1人 

⑶ 永山公民館運営・事業担当主査又は関戸公民館運営・事業担当主査 

⑷ 図書館企画運営係長 

⑸ 企画政策部行政管理課行政管理係長 

⑹ 市民経済部経済観光課商工観光担当主査 

⑺ くらしと文化部市民活動支援課コミュニティ担当主査 

⑻ くらしと文化部文化スポーツ課文化学習担当主査 

⑼ 子ども青少年部児童青少年課児童係長 

⑽ 健康福祉部健康推進課健康推進担当主査 

４ 幹事会に幹事長及び副幹事長を置く。 

５ 幹事長には図書館企画運営係長をもって充て、副幹事長は幹事の互選によりこれを定め

る。 

６ 幹事長は、幹事会を招集し、会議を主宰する。 

７ 副幹事長は、幹事長を補佐し、幹事長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代

理する。 

（関係者の出席） 

第７条 委員長及び幹事長は、会議に際し、必要に応じて関係者の出席を求めることができ

る。 

（市民懇談会） 

第８条 多摩市読書活動振興計画の作成及び多摩市における読書活動について市民の意見

を広く募るため、市民懇談会を開催する。 

（庶務） 

第９条 委員会、幹事会及び市民懇談会の庶務は、図書館において処理する。 

（委任） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、委員会、幹事会及び市民懇談会の運営に関して必

要な事項は、委員長が別に定める。 

附 則 

１ この要綱は、公示の日から施行する。 

２ この要綱は、平成２８年３月３１日限り、その効力を失う。 

 



62 

 

（２）多摩市読書活動振興計画策定までの検討経過 

ア 多摩市読書活動振興計画策定委員会 

回次 開催日 内容 

第１回 平成 26 年５月 30 日 1. 多摩市読書活動振興計画の策定について 

2. 多摩市読書活動振興計画（事務局案）について 

第２回       ７月 14 日 多摩市読書活動振興計画（事務局案その２）について 

第３回      10 月９日 多摩市読書活動振興計画（事務局案その３）について 

第４回 平成 27 年７月 15 日 「多摩市読書活動振興計画」素案の変更案について 

第５回     ８月 21 日 「多摩市読書活動振興計画 ～多摩市民の読書活動を

支える図書館のサービスと運営について～」（素案２）

について 

第６回     10 月 19 日 「多摩市読書活動振興計画 ～市民の読書活動を支え

る取り組みと土台となる図書館の運営について～」

（27.9.9 図書館協議会後修正）について 

第７回 平成 28 年２月 10 日 「多摩市読書活動振興計画 ～市民の読書活動を支え

る取り組みと土台となる図書館の運営について～」につ

いて 

 

イ 多摩市読書活動振興計画策定委員会幹事会 

回次 日時 内容 

第１回 平成 26年６月 26日 １． 副幹事長の選出 

２． 多摩市読書活動振興計画の策定について 

３． 多摩市読書活動振興計画（事務局案）について 

第２回     ９月 30 日 多摩市読書活動振興計画（事務局案３）について 

 

ウ 多摩市読書活動振興計画 市民懇談会 

日時 場所 内容 参 加

者数 

平成 26 年 ８月 30 日（土） 14 時～16 時 関戸図書館 多摩市読書活動振興

計画（案）について 

9 

８月 31 日（日） 14 時～16 時 図書館本館 8 

平成 28 年 １月 16 日（土） 18 時～20 時 東寺方図書館 多摩市読書活動振興

計画（原案）について 

17 

１月 23 日（土） 18 時～20 時 永山図書館 5 

１月 24 日（日） 14 時～16 時 図書館本館 11 

１月 24 日（日） 18 時～20 時 豊ヶ丘図書館 19 

１月 30 日（土） 18 時～20 時 ひじり館ホール 41 

１月 31 日（日） 14 時～16 時 関戸図書館 6 

１月 31 日（日） 18 時～20 時 唐木田図書館 35 
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エ 多摩市読書活動振興計画（原案）パブリックコメント 

提出方法 件数 

電子申請 22 

FAX 3 

持参 2 

郵送 1 

回収箱 本館 1 

東寺方 1 

豊ヶ丘 4 

聖ヶ丘 6 

永山 1 

唐木田 2 

合計 43 
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（３）パブリックコメントへの対応 

 

前項にあるように、本計画を策定するにあたり、平成２８年１月から２月にかけて、計画

（原案）に関するパブリックコメントを行いました。また、同時期に市民懇談会を開催し、

その場でいただいたご意見についても、パブリックコメントとして取り扱うこととしました。 

それらのご意見を参考に、計画（原案）に対し修正を加え、最終的に計画をまとめました。 

そのパブリックコメント等への対応、パブリックコメント全文、市民懇談会の要点録につ

いては、「『多摩市読書活動振興計画』別冊 パブリックコメントの記録」としてまとめます。 
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（４）多摩市読書活動振興計画策定委員会 委員名簿 

多摩市読書活動振興計画策定委員会 

職 氏名（期間） 委員長 

教育部教育企画担当課長 宮本 一義  

教育部教育指導課統括指導主事 石井 正広（平成 27 年３月まで） 

木下 和紀（平成 27 年４月から） 

 

永山公民館長 榎本 憲志郎  

図書館長 小林 弘宜（平成 27 年３月まで） 

中島 宰 （平成 27 年４月から） 

正 

〃 

企画政策部行政管理課長 小野澤 史  

市民経済部経済観光課長 渡邊 淳二  

くらしと文化部市民活動支援課長 萩原 利明（平成 27 年３月まで） 

尾又 孝行（平成 27 年４月から） 

副 

〃 

くらしと文化部文化スポーツ課長 立花 寛  

子ども青少年部児童青少年課長 安達 仁  

健康福祉部健康推進課長 鈴木 恭智  

 

 

多摩市読書活動振興計画策定委員会幹事会  

職 氏名 幹事長 

教育部教育振興課教育企画係長 常世 望  

教育部教育指導課指導主事 高橋 篤  

永山公民館運営・事業担当主査 早借 晴美  

図書館企画運営係長 阿部 玲子 正 

企画政策部行政管理課行政管理係長 高橋 正樹  

市民経済部経済観光課商工観光担当主査 宮﨑 武  

くらしと文化部市民活動支援課コミュニティ担当主査 薄井 誠嗣 副 

くらしと文化部文化スポーツ課文化学習担当主査 武村 力  

子ども青少年部児童青少年課児童係長 松宮 成介  

健康福祉部健康推進課健康推進担当主査 金森 和子  

※ 平成 27 年度以降の開催なし。 

 



 

多摩市読書活動振興計画 

 
～市民の読書活動を支える取り組みと 

土台となる図書館の運営について～ 

発行年月  平成２８年５月発行 

編集・発行 多摩市教育委員会 

      教育部 図書館 

       多摩市落合２－２９ 

       電話 042-373-7955 

印刷番号  ２８－７ 

頒布価格  ２１０円 

 

 

 


	p1-42読書活動振興計画20160616
	010表紙
	020はじめに
	はじめに

	030目的と計画期間
	計画の目的、目標、計画期間
	１　目的
	２　計画の目標
	３　計画期間
	４　多摩市子どもの読書活動推進計画との関係


	040目次～多摩市読書活動振興計画の構成
	多摩市読書活動振興計画　目次

	p.1-23Ⅰ現状、Ⅱ課題
	Ⅰ　現状
	第１　読書活動や図書館をとりまく状況
	１　国の読書に関する動向
	（１）子どもの読書活動の推進に関する法律（平成13年制定）
	（２）国民の読書推進に関する協力者会議（平成23年９月報告）

	２　読書活動を支える「これからの図書館」
	（１）文字・活字文化振興法（平成17年制定）
	（２）これからの図書館像～地域を支える情報拠点をめざして～（平成18年報告）
	（３）図書館法（平成20年改正）
	（４）図書館の設置及び運営上の望ましい基準（平成24年改正）

	３　読書活動における様々な事例
	４　関連する多摩市の計画
	（１）第五次多摩市総合計画第２期基本計画（平成27年4月）
	（２）行財政刷新計画（平成24年３月）
	（３）多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム（平成25年11月）
	（４）第３次多摩市生涯学習推進計画（平成23年11月）
	（５）多摩市教育振興プラン（平成27年3月　改訂版）


	第２　多摩市立図書館の現状
	１　沿革
	２　施設の概要
	３　利用の状況
	４　資料の状況
	５　担い手の状況
	６　情報システムの状況
	７　市民からみた図書館
	８　これまでの成果
	（１）全域サービス、開館時間
	（２）児童サービス
	（３）障がい者サービス
	（４）七市連携



	Ⅱ　課題
	第１　多摩市立図書館の抱える課題
	１　急速に進む高齢化
	２　暫定活用も含めた施設の老朽化
	３　資料費の確保と人件費
	４　職員の先細り
	５　ICTの活用による新たな情報提供や業務効率化
	６　書庫
	７　蔵書の適正管理
	８　図書館の運営に対する指摘

	第２　国の基準等と比較した多摩市立図書館のサービス等の課題
	１　「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」の構成
	２　図書館サービスについての基準との比較
	３　図書館サービス以外でのギャップ

	第３　とりまく状況や課題を踏まえた読書活動と多摩市立図書館の改善・向上
	１　課題のまとめ
	２　とりまく状況や課題を踏まえた求められる取り組み



	p.24Ⅲ取り組み①
	Ⅲ　取り組み
	第１　取り組みの体系


	ｐ.25サービス及び運営の体系図
	p.26-41具体的な取り組み

	バインダー1
	ｐ.43巻末資料　主要課題の考察【1】
	ｐ.44巻末資料　利用密度
	ｐ.45-52巻末資料　主要課題の考察【2】
	p53-65読書活動振興計画20160616
	ｐ.54-59巻末資料　中央図書館検討経過
	ｐ.60巻末資料　策定委員会設置要綱ほか





